




市　　議　　会　　だ　　よ　　り（3）平成25年（2013年）5月1日

証明書が取得できるようになるコンビニ端末

住吉町15番街区周辺の地図

8・6水害で崩壊した武之橋

の
６
種
類
で
、
本
年
８
月
か
ら
、
本
庁

お
よ
び
各
支
所
の
窓
口
に
お
い
て
、
住

基
カ
ー
ド
へ
の
利
用
者
登
録
を
開
始
し
、

平
成
26
年
１
月
14
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
具
体
的
構
想
は
。

　
　
　
環
境
、
健
康
な
ど
成
長
分
野
に

関
連
す
る
新
た
な
産
業
の
創
出
を
は
じ

め
、
商
工
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力

の
向
上
や
人
材
育
成
な
ど
地
元
企
業
の

競
争
力
強
化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
農

林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
生
活

の
向
上
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
事

業
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
　
　
条
例
制
定
の
必
要
性
を
判
断
し

た
理
由
、
ま
た
、
今
後
の
進
め
方
お
よ

び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
、

推
進
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
基

本
理
念
を
明
確
に
し
た
条
例
の
制
定
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
条
例
案
に
つ

い
て
は
、
学
識
経
験
者
や
事
業
者
、
公

募
委
員
等
か
ら
な
る
推
進
懇
話
会
な
ど

の
意
見
を
も
と
に
検
討
し
、
本
年
10
月

ご
ろ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き

を
行
っ
た
後
、
平
成
26
年
第
１
回
定
例

会
に
議
案
を
提
案
し
た
い
。

　
　
　
事
業
導
入
の
背
景
お
よ
び
概
要

は
。

　
　
　
早
期
の
補
聴
器
の
使
用
が
、
言

語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
取

得
な
ど
に
重
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
実

施
す
る
も
の
で
、
本
市
に
居
住
す
る
18

歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入

経
費
に
対
し
、
保
護
者
が
市
民
税
非
課

税
の
場
合
は
購
入
基
準
額
の
全
額
を
、

そ
れ
以
外
は
３
分
の
２
を
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

な
ど
具
体
的
内
容
は
。

　
　
　
施
設
の
概
算
建
設
費
は
、
第
１

期
、
第
２
期
整
備
の
合
計
で
約
46
億
円
、

人
件
費
、
補
修
費
を
除
く
概
算
運
転
管

理
費
は
、
第
２
期
整
備
後
で
、
年
間
約

１
億
８
千
万
円
を
見
込
み
、
バ
イ
オ
ガ

ス
売
却
に
よ
る
収
入
は
、
第
２
期
整
備

後
で
、
年
間
約
１
億
８
９
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
認
可
の
夜
間
保
育
所
設
置
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
今
後
、
国
の
「
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
て
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
中
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
（
仮
称
）
鴨
池
田
上
線
の
必
要

性
、
経
路
の
概
略
お
よ
び
見
込
ま
れ
る

建
設
費
は
。
ま
た
、
都
市
計
画
決
定
の

具
体
化
等
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
当
該
路
線
は
、
整
備
が
必
要
な

路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
経
路

は
、
工
学
部
前
交
差
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
指
宿

枕
崎
線
お
よ
び
新
川
を
横
断
し
、
田
上

台
付
近
を
結
ぶ
。
費
用
は
、
２
０
０
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
は
、
未
整

備
路
線
の
状
況
や
、
高
麗
通
線
、
新
武

岡
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
交
通
の
流
れ
の
変

化
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
各
面
か
ら
鋭

意
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
営
納
骨
堂
に
つ
い
て
、
市
民

意
識
調
査
の
結
果
は
。ま
た
、小
松
原
・

東
谷
山
の
両
市
営
納
骨
堂
の
祭
壇
数
、

利
用
料
お
よ
び
利
用
状
況
等
は
。

　
　
　
平
成
23
年
度
の
市
民
意
識
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
納
骨
堂
が

増
え
て
ほ
し
い
」
と
の
回
答
が
31
㌫
、

「
今
後
、
納
骨
堂
が
整
備
さ
れ
て
い
く

べ
き
」
と
の
回
答
が
57
・
４
㌫
で
あ
っ

た
。

　
祭
壇
数
は
、
合
計
８
８
２
壇
で
あ
り
、

利
用
料
は
、
小
松
原
が
16
万
円
、
東
谷

山
が
30
万
５
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、
両

納
骨
堂
は
、
す
べ
て
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
空
き
が
発
生
し
た
場
合
は
公
募
し

て
い
る
。
過
去
５
年
間
の
空
き
数
は
合

計
７
で
あ
り
、
延
べ
応
募
者
数
は
１
９

７
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
国
際
観
光
都
市
か
ご
し
ま
」

の
発
展
に
向
け
た
住
吉
町
15
番
街
区
の

価
値
と
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
本
市
が
国
際
観
光
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
市
が
持

つ
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
い
う
特
性

を
生
か
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

当
該
土
地
が
有
す
る
特
性
を
最
大
限
に

生
か
し
、
回
遊
性
や
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
賑
わ
い
を
創
出
す
る
よ
う
な
活

用
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
土
地
を
含
む
本
港
区
背
後

地
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
理
的
特
性
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
、
土
地
利
用

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」
と
い

う
造
語
に
関
す
る
国
か
ら
の
事
務
連
絡

の
内
容
お
よ
び
本
市
の
見
解
は
。

答
　
平
成
18
年
の
国
か
ら
の
事
務
連
絡

に
よ
り
、
こ
の
用
語
を
め
ぐ
る
誤
解
や

混
乱
を
解
消
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
も
、
今
後
は
使
用
し
な
い

こ
と
が
適
切
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
市
で
も
使
用
し
て
い
な
い
。

問
　
「
男
女
共
同
参
画
都
市
か
ご
し
ま

宣
言
」か
ら「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」

と
い
う
造
語
を
削
除
す
べ
き
で
は
。

答
　
今
後
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

推
進
懇
話
会
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
各

面
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
城
山
団
地
お
よ
び
伊
敷
団
地
に

お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
は
。
ま
た
、

関
係
部
署
で
構
成
す
る
（
仮
称
）
地
籍

調
査
箇
所
協
議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
　
両
団
地
で
は
、
0
・
99
平
方
㌔

㍍
、
約
３
２
０
０
筆
の
登
記
が
完
了
し

た
。
ま
た
、
調
査
地
域
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
対
象
が
広
範
囲
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
関
係
部
署
間
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
、
指
摘
さ
れ
た
組
織
の
設

置
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
平
成
23
年
度
の
実
害
を
伴
う
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
と
件
数
、
被
害

額
は
。
ま
た
、
未
然
防
止
策
の
課
題
は
。

　
　
　
内
容
は
、
不
当
請
求
、
投
資
・

点
検
商
法
で
１
０
９
４
件
で
あ
る
。
被

害
額
は
把
握
が
困
難
だ
が
、
消
費
生
活

相
談
員
の
助
言
で
支
払
わ
ず
に
済
ん
だ

救
済
金
額
は
９
１
３
７
万
円
で
あ
る
。

　
未
然
防
止
策
の
課
題
は
、
ま
す
ま
す

多
様
化
、
巧
妙
化
し
て
く
る
悪
質
商
法

に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
い
、
相
談
窓

口
で
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
周
知
、

広
報
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
　
８
・
６
水
害
後
に
防
災
対
策
と

し
て
実
施
し
て
き
た
事
業
内
容
お
よ
び

事
業
費
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
。

　
　
　
国
が
国
道
の
崩
壊
の
り
面
等
の

復
旧
を
約
27
億
９
千
万
円
で
行
い
、
県

は
甲
突
川
の
河
道
拡
幅
や
河
床
掘
り
下

げ
を
約
３
８
９
億
７
千
万
円
、
竜
ヶ
水

地
区
の
砂
防
ダ
ム
築
造
な
ど
を
約
11
億

９
千
万
円
で
行
っ
た
ほ
か
、
復
旧
治
山

事
業
な
ど
を
１
０
２
億
９
４
３
５
万
９

千
円
で
行
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、

42
水
路
の
整
備
な
ど
を
約
２
０
３
億
３

千
万
円
、
学
校
や
公
園
の
雨
水
貯
留
施

設
整
備
を
約
34
億
２
千
万
円
で
行
っ
た

ほ
か
、
県
単
補
助
治
山
事
業
な
ど
を
５

億
１
６
６
８
万
円
で
行
っ
た
。

　
そ
の
効
果

と
し
て
、
治

山
事
業
に
よ

り
下
流
域
の

保
全
が
図
ら

れ
た
ほ
か
、

総
合
治
水
対

策
に
よ
り
被

害
の
大
幅
な

軽
減
が
図
ら

れ
る
。

　
　
　
実
効
性
の
高
い
老
朽
空
き
家
条

例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
長
崎

市
で
は
行
政
代
執
行
や
除
却
補
助
制
度

な
ど
も
条
例
に
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、

本
市
で
の
導
入
の
可
能
性
は
。

　
　
　
同
条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、

行
政
指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
命
令
に
従

わ
な
い
場
合
の
規
定
を
盛
り
込
む
な
ど

実
効
性
を
高
め
る
内
容
に
し
た
い
。
ま

た
、
実
態
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
有
効
か
他
都
市
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
平
成
24
年
度
補
正
予
算
お
よ
び

25
年
度
予
算
の
執
行
に
お
い
て
、
例
年

（
次
頁
上
段
へ
つ
づ
く
）

問

問

市
長
の
政
治
姿
勢

〜
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
増
大
の

実
現
に
向
け
た
具
体
的
構
想
〜

問答 答老
朽
空
き
家
条
例
の
実
効
性
を

高
め
る
工
夫
を

問 問答 答こ
ん
な
に
あ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
近
年
の
実
態

問 ８
・
６
水
害
20
周
年
で
あ
ら
た
め
て

事
業
を
振
り
返
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ
リ
ー
」

と
い
う
造
語
の
削
除

答問答 男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

制
定
事
業

公
共
事
業
予
算
の
有
効
活
用
を

問答 住
吉
町
15
番
街
区
の
土
地
利
用

問答 市
営
納
骨
堂
の
現
状

問答 答（
仮
称
）
鴨
池
田
上
線
の
必
要
性
と

都
市
計
画
決
定
の
見
通
し

問答 難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

問答 バ
イ
オ
ガ
ス
施
設
整
備
事
業

問 認
可
の
夜
間
保
育
所
の
設
置
を

自
民
み
ら
い

う
え
だ
勇
作
議
員

地
籍
調
査
は
充
実
し
た
体
制
で

さ
ら
に
推
進
を

民
主
市
民
ク
ラ
ブ

三
反
園
輝
男
議
員

に
ぎ












